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を三本柱とする綜合的な技術、これが情報技術 (InfOrllnadon Technologtt I「)である[18]。
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オックスフォー ド動物行動学辞典、Dマクファーランド(編)、 木村武二(監訳)、 どうぶつ社、(1993)より
図9 再帰説
:フラズトレーションf                :
:      過去の経験をもとに“期待"していたことが行動によって :
:      満たされない場合に生じる            !
:転嫁 ほ動
“
edireθιθごろ(〔:,1.Jl:】!′1:,,1:1:″          :
:      現在の状況とは無関係な、外来刺激に対する活動  :
三      この行動はフラストレー ション状況のときに生じる  :





人 文 自 然 論 叢 63
といった結果につながり得る。
以上のように、フラストレーションの蓄積は外来性刺戟とは無関係な行動、すなわち転
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寄稿、 Funttmentals Rcviewヽbl.l No.4,pp.4-16(2KX18-m)。







































D.マクファー ランド(編)、 木村武二 (監訳)、「オックスフォー ド動物行動学事典』、
どうぶつ社、1993。
[23]正高信男、『0歳児がことばを獲得するとき』、中公新書 (1995)。
[24]榊原洋一、『ヒトの発達とは何か』、ちくま新書 (1995)。
[25]佐藤員子 (編)、『乳幼児期の人間関係』、培風館 (1995)。
[26]S.J.プレイクモア、U.フリス :剛尚の学習力』(21X15)。乾敏郎、山下博志、吉田千里
訳、岩波書店 (2009)。
―- 24 -―
